
 

令和８年９月17日 
名古屋市信用保証協会 

 

 
 令和８年９月１５日（火）、北海学園大学経済学部の学生２名が、「地域研修」の一環として名古
屋市信用保証協会を訪問されました。 
 
 今回の研修は「地域が抱える様々な課題の解決につながる取組みを調査し、地域社会に貢献する
こと」を目的としており、札幌市と名古屋市におけるSDGｓの取組みを比較・調査されているとの
ことでした。 
 
 当協会は、令和３年１月に「SDGｓ宣言」を
行いました。信用保証や経営支援、創業支援を
通じた中小企業者への支援をはじめ、地域貢献
や人材の活躍、環境保全など、多角的な視点か
らＳＤＧｓの達成に向けた取組みを推進してお
ります。 
 
 学生の皆さまに当協会のＳＤＧｓの取組みに
関心を寄せていただき、直接お話しする機会を
いただいたことは、当協会にとっても大変貴重
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北海学園大学の学生の皆さまから取材を受けました 



       

な機会となりました。 
 
 当協会は、ＳＤＧｓの社会課題への取組みの一環として、今後も次世代を担う学生の皆さまとの
対話や地域とのつながりを大切にし、地域貢献に資する活動を続けてまいります。 

 
 
【本件に関するお問い合わせ】 
名古屋市信用保証協会 企画部 企画課 
TEL：052-201-3041 e-mail：keieikikaku@cgc-nagoya.or.jp 


